
入札説明書等に対する質問回答書 
 

「苗場赤湯（苗場山）林道災害復旧工事」 
 
 

質問事項 
 

回答事項 

「盛土（流用土）路床2.5ｍ以上4.0ｍ未満」の数量

が、1ｍ3となっていますが正しいでしょうか。 

精査したところ、数量に誤りはありません。 

単価表に誤りがあったため訂正した入札公告を令

和８年１月２０日付けで掲載しています。 

３号明細書、３号代価表を「路体（築堤）盛土、路

床盛土  路床2.5m以上4.0m未満」から「路床盛土

2.5m未満」に訂正しました。 

 道路部（擁壁背面）の埋戻しで、路床盛土以下の部

分は、路体盛土として積算されるものと考えますが、

盛土工の項目に「路体盛土」の項目がありません。 

 計上されない理由をご教授ください。 

本工事の路床盛土以下の部分は、擁壁築造に伴

う床掘部分の埋戻しに該当するため「埋戻し（最大幅

1ｍ以上4ｍ未満）」に計上しています。 

 貴署発注の「岩魚沢林道災害復旧工事」では、採用

単価一覧に「遠距離割増」の記載がありますが、本工

事の採用単価一覧表には「遠距離割増」の記載があ

りません。 

最も近い生コン工場から現場までの距離は、両工

事ともほぼ同じであることから、「遠距離割増」の対象

となると思われますが、計上されない理由をご教授く

ださい。 

設計書に誤りがありました。 

訂正した入札公告を令和８年１月２０日付けで掲

載しています。 

２４号代価表および採用単価一覧表に「遠距離割

増」を追加しました。 

「敷鉄板（１８０日）【指定仮設】」は、「現場説明書 

７仮設工事（１）（２）」の記載に基づくものと思われます

が、図面や特記仕様書への記載がありません。 

 敷鉄板の規格、数量、設置期間は、安全に目的を

達成すれば、設計変更の対象とするという意味での

【指定仮設】と考えてよろしいですか。 

 質問いただいたとおりです。 

 実際の作業で、敷鉄板の数量、規格、設置期間に

変更が生じた場合は、設計変更にて対応いたしま

す。 

 


